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１。はじめに
1993年（平成５）年度から中学校社会科の教育課程
が完全実施となった。その中で，現場の関心が最も高
いのが，地理的分野の世界の諸地域学習における事例
地域の選択である。従来の網羅的な世界の諸地域学習
から脱却し，三つの程度の地域または国を選択するこ
ととなった。しかし，その選択の視点の研究があまり
進んでいないため，現場では高校入試を心配するあま
り，教科書に掲載されている地域・国をすべて学習す
るという現象が起きている。
そこで，本論文では事例地域の選択の視点と内容構
成の留意点を概念探究型社会科の立場から提案する。
そして，その学習のあり方の具体例をアメリカ合衆国
を事例にして示す。その際，新しい学力観の中の能力
形成の視点を組み込む。
２。世界の諸地域学習とその問題点
1977 (昭和52)年版学習指導要領と1989 (平成元) 年
版における世界の諳地域学習を比較すると，表Ｉのよ
うになる。
表I　'77  ･ '89年版の世界の諸地域学習の比較
1977  (昭和52 ）年版 1989 (平成元）年版
剛　世界とその諸地域
ア　生活舞台としての地球
イ　世界の自然
ウ　世界の諸地域
閇　 位置と歴吏妁贈t
（ｲ） 自然の特色
（ｳ） 住民と生活
（ｪ） 資源と産業
（1） 世界とその諳地域
ア　多様な世界
閇　 世界の国々
（ｨ） 人々の生活と環境
ィ　 様々な地域
（3） 世界の中の日本
ァ　世界との結びつき
（3） 国際社会における日
本
ア　日本と世界の結びつき
ィ　 日本と国際社会
1977年版では1968年版とは違って，世界地理先習と
なった。また，学習の窓が四つに整理され，網羅的な
学習に一定の改善がなされた。しかし，依然として世
界の大陸を順に巡る学習方式を余儀なくされる構成と
なっていた。
この部分で改善されたのが, 1989年版の「様々な地
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域」である。この大単元で学習する地域又は国は，三
つ程度とされた。これは地理的分野の問題点を克服す
る意味で，多くの示唆に富んでいる。
従来の世界の諸地域学習の問題点は，以下のように
整理できる。
田 “ 地名物産の地理”という指摘に象徴されるよ
うな地理学習に陥りやすい。
（2） 諸要素を関連付けて地域的特色を追究するよう
なプロセスを重視した学習や，資料活用や思考・
判断を伴うような活動の場が少なくなるため，知
識中心の一面的な能力しか育たないような学習に
陥りやすくなる。
（3） 取り上げる地域は変わって も，見方や考え方を
養うという方法概念の観点から見ると同じような
パターン，程度の学習の繰り返しとなりやすく，
このため，固有名詞的な応用性のない知識は身に
付いても地理的な見方や考え方は育ちにくい。
（①，ｐ．８一部要約，米田）
これらの問題点を事例地域を選択することで克服し
ようとするのが, 1989 年版の改善の主旨である。しか
し，その方法が明確に示されていない。
そこで，まず学習指導要領とそれに対応した指導書
を整理する。加えて，研究者の見解を検討する。それ
らを もとにして，筆者の事例地域の選択の視点と内容
構成の留意点を提案する。
3｡1989 年版と指導書の整理及び研究者の見解の検討
剛　1989 年版と指導書の整理
1989年版学習指導要領と指導書を整理すると次のよ
うになる。①～⑤は事例地域選択の視点，④のii と⑥
～⑧は事例地域の内容構成の留意点を示す。
①　各項目間の調整を図り，一部の地域に偏らない。
ｉ　「人々の生活と環境」で取り上げる地域や国，
「日本と国際社会」で取り上げる二つ程度（1 －3）
の国と調整を図ること。
②　世界の州や大陸を幾つかに区分して設定したまと
まりのある地域であること。次の二条件を満たすこ
と。
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ｉ　 州や大陸をいく･つかに区分した大きさであるこ
と。
ii　まとまりのある地域であること。それ以上細分
化しない。
③　②に国を加え，三つ程度（２～４の地域又は国）
選択する。
④　現代世界を構成する諸地域や諸国の特色が明確に
なること。
ｉ　 取り上げる地域や国が特定の州や大陸に偏らな
いことO
ii　その地域や国を学習することにより他の類似し
た地域や国の特色にも結び付けることができるこ
と。
⑤　我が国の国土の認識を深める上で効果的であるこ
と。日本とあまり交流のない地域や国なども含めて
取り上げ，それらの地域や国と我が国との比較，関
連を図るよう構成する。
⑥　人々の生活の地域的特色も最も端的に示している
地理的事象を選択する。
⑦　 ⑥の地理的事象が他の事象とかかわり合って成立
していることに留意し，関連する地理的事象を有機
的に結び付けること。
⑧　地域の歴史的背景や人種・民族構成などについて
は相対性の認識を重視すること。（②）
（2） 研究者の見解の検討
研究者の見解を事例地域選択の視点，事例地域の内
容構成の留意点に分けて検討する。その際，学習指導
要領や指導書を解説しているものは除いた。 なお，
「　」で示した文言 は，学習指導要領や指導書のもの
である。
以下の三氏の提案は，次の三つの視点で事例地域を
選択した代表例と捉えている。
・　他の類似した地域や国を結びつけることができ
る事例地域。
・　 わが国の国土の認識を深めるための地域や国の
組合せ。
・　　厂世界とその諸地域」 の学習終了時には，世界
の輪郭がある程度描けるような事例地域。
①　事例地域選択の視点
ｉ　 赤坂寅夫氏
「他の類似した地域や国と結び付けることができる
事例地域を選ばなければならない」とし，「現代 の世
界を構成する諸地域や諸国の特色が明確になる」事例
地域を次のように分類している。
・　熱帯 の多雨地域，乾燥帯の砂漠の多い地域，冷
帯の寒冷な地域
・　人口の多い地域，人口の少ない地域
・　農業中心の地域，工業 の発達した地域
・　 資本主義国，社会主義国，発展途上国
・　 仏教徒の多い地域，キリスト教徒の多い地域，
イスラム教徒の多い地域（①, p.30 を要約，米田）
ii　今橋孝司氏
「わが国の国土の認識を深めるための地域や国」の
組合せを次のように分類している。
・　先進資本主義諸国，社会主義諸国，発展途上 の
地域や国（新興工業経済地域，モノカルチャ ー経
済国，産油国，アフリカなどの後発発展途上国）
を組み合わせる。
・　大きな国（例：面積ではソ連，カナダ，中国，
アメリカなど，人口では中国，インド，ソ連，ア
メリカ）や逆に小さな国（例：面積ではナウル，
人口ではモルジブなど）
・　人文地域：キリスト教徒の多い地域，イスラム
教徒の多い地域，仏教徒の多い国々など
・　 自然地域：寒帯，乾燥帯，冷帯（①, P-20 を要
約，米田）
ｉ　 矢島舜孳氏
「「世界とその諸地域」の学習終了時に は， 世界の
輪郭がある程度描けるように事例地域を選定す る。」
とし，事例地域を次のように分類している。
・　 先進資本主義国，社会主義国，発展途上国
・　 農業中心の地域，工業中心の地域
・　 人口の多い地域，人口の少ない地域
・　 キリスト教の地域，イスラム教の地域
（③, p.39 を要約，米田）
これら三氏の主張は，気候・人口・産業・政治経済・
宗教の視点を網羅している。筆者はこれらに民族問題
あるいは人種問題を一つの視点として付け加える。な
ぜなら，これは「現代の世界を構成する諸地域や諸国
の特色を明確」にするためには，避けることができな
い視点だからである。
上に示された視点で，選択した事例地域のマトリッ
クス表を作成すれば，表の上では三つ程度の国ですべ
て網羅できる。しかし，それだけでは「世界の輪郭が
ある程度描け」たことにはならない。その地域又は国
の社会的事象が，他の地域又は国の社会的事象へ応用
されなければ，社会認識は深まらない。つまり，一つ
の地域又は国で習得された説明的知識が，他の地域又
は国の社会的事象に転移し概念的知識として習得され
て，初めて社会認識が深化するのである。その意味で
事例地域の内容構成の留意点を明示する必要がある。
また，最後の単元になる「日本と国際社会」との関連
を重視して，事例地域を選択することも重要である。
②　事例地域の内容構成の留意点
―  34 ―
＜動態的な地誌の視点＞
（1）の⑥で示した「人々の生活の地域的特色を最 も端
的に示している地理的事象を選択する」ことは，動態
的な地誌の考え方に立脚している。矢島氏は動態的な
地誌の学習の利点を次のように述べている。
（略）暗記に陥りがちであった地理学習から脱却
し生徒が興味・関心をもち，追究して考える地理学
習がより可能になる。（③, p.77)
また，田 の⑦で示した［‾⑥の地理的事象が他の事象
とかかわり合って成立していることに留意し，関連す
る地理的事象を有機的に結び付ける」ことは，従来の
網羅的な繰り返しの学習から短絡的な思考を避けた追
究的な学習への転換を意味しているＯこれも動態的な
地誌の学習の利点である。しかし，どのような地理的
事象を有機的に結び付けるかを具体的に明示しないと，
動態的な地誌で世界の大陸を巡る網羅的な学習に陥っ
てしまう。
例えば，ブラジルの学習で習得されたコーヒーのモ
ノカルチュアの説明的知識は，マレーシアの天然ゴム
やガーナのカカオのモノカルチュアの説明的知識へと
転移させる。 もちろん動態的な地誌で見るわけである
から，他地域との比較が静態的な地誌に比べて困難で
ある。しかし， モノカルチュアの概念的知識は習得さ
せることができ，従来のような一国ごとの繰り返しの
学習は避けることができる。どのような概念を選択す
るかは，マトリックス表で後述する。
＜生活重視への警鐘＞
1977 ・ 1989年版学習指導要領のキーワードは，「生
活」である。具体的な人々の生活が見えるような学習
は，授業を活性ｲ匕するためには重要な視点である。し
かし，「なぜ，その生活があるのか」 という， 社会科
の基本にある社会的事象の法則性の習得を軽視しては
ならない。岩田一彦氏の次のような指摘を重視して内
容構成をする必要がある。
この「生活」重視の考え方 は，発達段階や適時性
という視点からは評価できる。しかし，社会を科学
的に認識する際に不可欠な，政治的・経済的な分析
の軽視に陥らないようにすることも重要である。
（④，p.100 ）
４。事例地域選択の視点と内容構成の留意点
以上のことをもとに筆者の見解を示す。
①　事例地域選択の視点
Ａ：三つ程度（２ぺ･４）の国又は地域を選択する。
Ｂ：Ａは 匚人々の生活と環境」匚日本と国際社会（１
～３）」で扱う国又は地域と調整を図る。
Ｃ：地域は次の二条件を満たす。
・州や大陸をいくつかに区分した大きさ。
・まとまりのある地域。それ以上細分化しない。
Ｄ：現代の世界を構成する諸地域や諸国の特色が明確
になる。
ｉ　取り上げる地域や国が特定の州や大陸に偏らな
い。
ii　次の視点を踏まえる。
ア：気候
イ：人口問題，民族問題，人権問題
ウ：産業（農業がさかん，工業がさかん）
エ：政治・経済（資本主義国，社会主義国，発展
途上国＜新興工業経済地域・モノカルチュア
経済国，産油国＞　，
オ：宗教（仏教徒の多い地域，キリスト教徒の多
い地域，イスラム教徒の多い地域）
Ｅ
?
― 我が国の国土の認識を深める上で効果的であ
ること。
ii　日本とあまり交流のない地域や国なども含め
て取り上げ，それらの地域や国と我が国との比
較，関連を図るように構成する。
Ｆ：参考資料が豊富で，教材研究がある程度進んでお
り多様な学習活動が工夫できること。
Ｇ：歴史的分野との関連をはかる。
特にＤの視点では，ア～オが三つの事例地域ですべ
て組み込まれている必要がある。
②　事例地域の内容構成の留意点
ａ：事例地域を動態地誌的に扱う。
ｉ　人々の生活の地域的特色を最も端的に示してい
る地理的事象を選択する。
ii　その地理的事象が他の事象とかかわり合って成
立していることに留意し，関連する地理的事象を
有機的に結び付ける。
ｂ：その地域や国を学習することにより他の類似した
地域や国の特色にも結び付ける。
ｃ：その地域又は国の特殊性ばかり強調するのではな
く，共通性にも着目する。
ｄ：地域の歴史的背景や人種・民族構成などについて
は相対性の認識を重視する。異文化理解の視点を
組み込む。（広義の人権教育の視点）
ｅ：全地球的な以下の諸問題を組み込む。
・環境問題　・人口問題　・食料問題
・貿易摩擦　・南北問題　・ポスト冷戦
ｆ：現実の人々の生活がその地域の中で見えるように
具体的に内容を構成する。その際，政治的・経済
的な分析を大切にする。
ここでは，動態的な地誌の学習の視点と概念探究型
社会科での授業構成を考慮して作成した。
－35 －
?
?
?
?
?
?
?
』
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
．?
．?
?
??
?
?
?
??
『
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
「
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
」
（
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
）
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?（
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
（
?
?｛
｝
?
?
??
（｛
｝
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
『?
?
?
?
頏
邯
ｅ
傴
奪
紳
£
９
贇
珊
豕
胯
へ
囘
磴ｅ
ぐ
纐
跨
宕
邨
井
Ｑ
堰
貸
珊
堰
丶~ﾉ
卯
乖
卜　　
⌒;丶　　 優
口　　　茫
Ｊ｀　　 ふ
瑕　 琳　　 べ。
徊　 Ｈ　　 笏§
報　 刈　　 ゛
Ξ 。
Ｈ　 恢　　　１鰯 居
・　 孀(/っ　塲 呎 忿!
胞 や 皿　 ｅ 喚 剞
但 瓦 一　 ｊ｀゛゛
濔 梛 趾式 服 へ7服 岡
徊 州 ￥卜 麺ｘ 翌 翌
報 々4絋t丶口 回 鰯 珊
端 井 珥ト ベ 煢 呎 躊
● ●　● ● ●　●　●　●
嘔　　　　　 卜
爿　　　　　 こヽ
毫 珊　　　　 心
口ヽ 徊　　　　 ェ
・ 腕　　　　　 べ
Ｈ　 葦　　 Ｉ
・　 迯 。　 セ
ム　　 認 衵Ξ ゛
丶-　 ム脚 唄 刈 べ
ぐ　 余　ﾉヽ゛ｅ 緑
二 珊冫 刪 胆 糘ｅ
余徊 肬
硲 巨 佃 尽
冫 幢 吩 鉅 冊 そ 悩
卜 端 ベヨ 垢 口 端
● ● ●　●　争 ●　●
珊
徊
婉 爺Ｈ を　　 呂
娟 ・ 認　 ヨ 忿1
井　 叙　 鰕 傴
蔔　　。傴 ０ ゛
ふ 珊 似 茫 報 岡
Ｋ 徊 疆 ェ 剣 巨
⊃ 蜊 遜卜 柵 甥
そ 嫗Ｅ 冊 皿 躊
●　●　●　●　● ●
べ
翁
湎
限Ｑ
卜
･丶　 。Ｒ
１　 墺 倬
ム　 轡 屎
?･　 Ｑ 垣
λ ゛
。 汰 。
ｍ卜 和布Ｒ
冫ヽ 叭や垢 頏
Ｉ卜 々 ゛ 惚
･卜 余ｅ 畷 罌
丶 ゃ 十､巨 ｅ
心ヽ １甥 柊
卜 中 次 隋 ｍ
●　●　　●　●
聒
燐
Ｒ ９
娟　 倆卜
井　 莪 壮
ヽ4り 鄒 璢
卜 μ10 趾
Kp- →そ 滾
ヽ70 匚I遒
●　● ● ●
∧
/丶^垣
丶､ﾉ
頏
露
ｇ
坦
珊
貂
霾Ｖ
ミ
ミR
∧
冫
x/
や
Ｅ
勁
烈
汕
悧
相Ｖ
回
巨
口
回い く
巨　　 ゛
珊　　 漑
。　 階　　 怒
亟　　。　　吩
￥ 姙 聹　　 Ｑ
似 祁 Ｈ 妲　 ご
卜 ｅ 心 耳　 刈
t丶圖 鯛攜　 台
卜 。
ｅ 怒　 。
珠 蓉 但 繦　 口
゛ 米 似 日　 ＜
柵 ９ 圀丿 晰 二 ど
こ 征 刈 韶 悩 暸 鬩
刈 刈 懣 喜 ｅ Ｊ 黻
卜 と 劔単 捉爿･J
ふ 里 々 膕 升回 心
卜 ｅ 心 刪 越ｓ 溢
珠 岬 嶺 湖 面弓 嫐
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 有 心
∧
･R
ご
丶
卜
E
･4《
Lnl
v
振
鵬　　 。 佃ｇ　　 振 韵
胆 報　　 剣 孀
巨 剣　　 潔 阻
蒿 。 誕Ｅ 司
癲 磋　 岨 座Ξ
庠
訟　 瑠゛ 蓉
べ 糾　 暇Ｒ ｅ
衣 Ｑ　 怜く７ 昭 綱
政 己 ノヘ聊 巨
辛1噺いく卜 振 吩
｡
Ｈ っ ９ 日 ぺ
日 々=ｅ 冊 丑 。即
ｅ 墹l c10 尽 ｅ
岷弱 齢 恥 政 側 毎
洫 覡E4E!l x 辛1繝 祗
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ぐ や
ひ
丶
冫丶
７
昌
メ
菷
づ
賍
ﾎﾞj
刪　　　 赳
㈲　　　　 。
ｅ　 匂　 胆
Ｑ　 沓　 証
皿ｌ ｅ　 ｅ
◇ 坩 り　 嫁
９ 皿　 轜
卜 ◇　-ﾘ
々ヽr　　 狐
Ｅ ｘ　　 嚶
ｅ ぺJ嫁 押 ゛
罌 如
日 乖 開
ェ 塲 屬 余 瓩
衂ｅ Ｏ 屬 ｅ
７ り り 源 Ｕ
脊 μ耳ｪaE 皿
◇ ◇ ◇ 衣 心
∧
卜
rl
卜
分
･Ｒ
丶｀
申
刈
冫丶
・ ｍ
入
１
･卜
;丶
卜
r丶
Ｖ
ぐ
そ
口
ぶ
蓊 畑
余燉
乙丶貸
-Ξ?ヽ階
匐卜 。
刈
ぐＲ
;ヽ 宍歸
ｍ屶ヽ 胞
ぺ卜 皆
１卜 刈
･卜 ぶ 翻
;ヽ 石 巨
t､柵 嘔
卜 皿狐
◇ ◇ 雅
公
丶/
臨
吩
ふ6
収品
行
鬩
佃必
躓　 そ
司　 匚I
娟　 吩
お 唹 刋
ヽ4州 以
卜 ０ 趾
べ涵 涵
･7 に 仲
◇ ◇ な
頏
禪
９
珥
畷
嚮
珊
豕
胯
じ ○ ○ ○ ○ ○
叫 ○ ○ ○ ○ ○
:コ
叫-･…
酉瑜呎柵柵槨べ妲=秡邱Ｅ
○ ○ ○ ○ ○
妝
-----
H.
』----
£丶
Q
･WWg･
▽｀
-¥･㎜皿
卜
-
･F4
ぶ貊 そ二･ベム衂 そこ･Ｋム祕 丶一印r ぺヽ衂
卜り､卜 Ｚ ≒叫C/）
癘柵州滌　 鼻娟柵瘍
呶柊州滌Ξ ９=･ 一娠－ 燐そ 州梛
咽 胞
申ペーR々 叺ii卜
迴涵ヨ
閙 似￥ｅ 舳舳匐卜 蜊
孀鐡（ 婁砥べJ米 蓉）
牟1欧ｌｅＨ聹Ｅ
剣幢ｇべ緊郎孀恢
卜 裾
端耀：咽如端輝
鵬報
刪磊 呎緇
丑ヨ 竝べ口聡僥５
-く庠０ 幸､心娠 笏一分
些細　 鴫布　襾垢細 緲れ茫布鴫布圏垢布 茫布　端布 垢昨 湎瘴乖
○ ○ ○ ○ ○
Ｑ Ｏ - ○ - -
口 ○ ○ ○ ○ ○
べ ○ ○ ○ - -
郤
謌
湎
Ｅ
卜
以
卜
価
Ｅ
黻　 ｀
《口
夕
丶
卜
り
叫
命
ふ
l丶
卜
卜
J
|r丶
卜
ぶ゛
ぞ丶
ﾎヽ
瘴　‘　々　　　 々　　　 調　　　 謌　　　･ っ こそ 刈圃遜井娟　･ヽ･
?
?
?
、?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
―  36 ―
以上の視点をもとにして
，選択した事例地域をマト
リックス表にして示す
。その際，［日本と国際社会］
の単元における事例地域も合わせて明示した
。表中の
記号は筆者の見解の記号と
一致しいる。
特に内容構成の留意点では
，動態的な地誌の視点を
決定し
，キーワードで明示した。加えて，その地域又
は国の論争問題も組み込んだ
。そして，それぞれの視
点や論争問題が他地域
，他め社会的事象にどう応用で
きるかを備考欄に示した。
５。アメリカ合衆国を事例にして
ここでは授業構成の具体的なあり方を
，アメリカ合
衆国を事例にして示す。
その際
，新しい学力観の「能力形成」の視点を組み
込む
。伊東亮三氏は今後の社会科の学習内容は能力・
技能が中心になるべきであるとし，次のように述べて
いる。
変化の激しい今後の社会では
，変化し，しかも量
的に増大する知識を社会科の学習内容の中心にする
のではなく
，思考の方法や技能こそ学習内容の中核
におくべきではないかと考える
。（略）むしろ，今
後の社会科
，二一世紀の社会科は，思考や判断の仕
方
，能力，技能といわれるものが学習内容の中心に
おかれなければならないだろう
。（⑤, pp.54 ―55)
この主張は説明的知識や概念的知識の習得を否定し
てはいない
。なぜなら，学習指導内容構造図で具体
的に示したように
，ミクロな問いを学習課題に変換す
る過程や説明的知識や概念的知識を習得する過程で
，
多くの能力形成がはかれるからである。
それでは今までに示した理論を
，アメリカ合衆国を
一つの事例地域として具体的に適用して述べる。
アメリカ合衆国を選択したことは
，マトリックス表
の「事例地域選択の視点」では
，Ｅのii（社会主義国）
以外は網羅できている。
次に
，アメリカ合衆国の学習内容がマトリックス表
の「事例地域の内容構成の視点」を満たしていなけれ
ばならない。
以下学習指導内容の構造図に沿って述べる。
（1）学習計画の立案（ミクロな問いから学習課題の
決定へ）
まず
，最初の２時間で学習計画の立案をさせる。子
どもの持つミクロな問いを学習課題に変換する作業で
ある。（⑥）
まず
，アメリカ合衆国と聞いたら連想するものを書
き出させる
。ここでは，自分の身の回りの事象を胯報
として収集する力を養いたい。
次に，これらを分類させる。分類することは科学の
第一歩である。その際，既習の「東アジア」の学習で
使用した指標や教科書を参考
・比較して，分類する指
標（分類のし方）を創る
。ここでは，既に獲得してい
る分類・比較する力が適用されるＯ
次の段階では
，アメリカ合衆国について追究したい
ことを
，問いの形に変換させる。その際，社会科の問
いが数多く出るように
，既習の「東アジア」の学習で
の問いづくりを想起させ
，「なぜ疑問」の形で表現さ
せる。ここでは，問いの発見力の形成，既得の問いの
発見力の適用がなされる。
最後の段階では
，先の「なぜ疑問」を学習課題とし
て構造化し
，学習計画を立案する。その際，次の方法
で学習課題を決定する。
①　関連する問いを分類し
，大きな問いとその下位
にある問いに分ける。
②　その際
，動態地誌的な視点を重視して指標を抽
出し
，問いを分類して学習課題を決定する。
つまり
，子どもと創った学習課題が「事例地域の内
容構成の視点
」を組み込んでいなければならない。個
の問いだけで授業を構成するのではなく
，中学校社会
科地理的分野としての系統性のある認識内容を持った
学習課題を決定しなければならない
。その際の指標が
マトリックス表の「事例地域の内容構成の視点」であ
る。
以上の変換作業の結果
，図の４の（2）の①から⑤まで
が地理的分野で解いていく学習課題となった
。それ以
外の問いは
，他分野で解もの，他教科で解くものと
なる
。他教科で解く問いは社会認識形成に至らなくて
も
，探究の方法の習得という能力形成が期待できる。
（2）学習課題の探究
子どもと創った五つの学習課題に沿って述べる。
①　移民の国
「なぜ
，アメリカぱ‘人種のサラダボール”と言わ
れるのだろう
。」という学習課題を概念探究型社会科
の方法で解いていく
。（⑦）学習過程に沿って，仮説
の設定力
，情報の収集力・選択力が養われ「図の①～
⑥に示した歴史的背景が原因となって
，“人種のサラ
ダボ
ルー”と言われるようになった。」という説明的
知識が習得される
。この学習は，「なぜ，アメリカ合
衆国では人種のあいだで差別がおきているのだろう
。」
という新たな問いを生んだ
。この問いはアパルトヘイ
トや白豪主義の学習内容とあわせて授業を構成するこ
とができる。他地域，他の社会的事象への応用である。
②　世界の食料庫
「なぜ
，アメリカぱ世界の食料庫”になることが
できたのだろう
。」という学習課題を探究する。
ここでは，既習の東アジアの農業立地の条件が比較・
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学習指導内容の構造図（アメリカ合衆国を事例にして）
学習計 画の立案（ ミクロな問いから学習課題 の決定へ）
１。 アメ リカ合衆国と聞い たら連想 するものを 書き出そう。（略）
２ ．１． を分類（＝なか ま分 け） しよう。
（1） 「東ア ジア」 の学習を思い 出したり， 教科書を参考にして， 分類す る指 標（ ＝分類のし方）
を考えよ う。
l"““' ＜ 子 どもの考え た指標の例＞?
?
?
?
?
??
?
?
?
(2) (1) に 従 っ て，1.
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を 分 類 し よ う。
㎜-㎜---l---- ←-皿皿皿㎜11111- 〃
スポーツ　　　 ④　自然地名，地名　　　 ⑤　人物
日本へ来てい る企業　　　 ⑨　そ の他
" ｀ １
‐
‐
?
?
?
． ． － － －１
能　力　形　成
情 報収 集力
分類・ 比較する力
く 既得の分類・比 較 す
る力 の適用＞
ミクロな問い への着目
＝問い の発 見力
く 既得 の問 いの発見力
の適用＞
課題発見力
農業 ：小麦， オレ ンジ， チ ェリー， とうもろ こし， カリフォルニア米
都市：ニュ ーヨ ーク， サンフランシスコ， ロサンゼルス
スポ ーツ：バ スケット， アメリカンフットボ ール， アトラ ンタ
自然地名， 地名： ナイアガラの滝， ロッキー山脈， ミシ シッピ川
人物：カ ールルイス， ワシント ン， モンロ ー， クリ ント ン, J.  F.
工業：左ハ ンド ルの車, I  BM のコンピュ ーター，
貿易：左ハ ンド ルの車， アメリカにある日本の車の会社， オレ ンジ，
日本 へ来て いる企業 ：ト イザラ ス， マ クドナルド， コカコ ーラ
差別：黒人 差別
Ｋ 。
カ リ フ ォ ル ニ ア 米
：
１
１
１
１
１
３。 アメリカ合衆国 について追究したいことを， ２． に従 って問い（ ＝なぜ疑問 ）にしよう。
その際， 社会科の学習になるように「東ア ジア」 の学習を 思い出 しながら問いを創ろう。
｢ ‾‾‾＜ 子ど もが作成した問い
--- く子どもと作成し
口1)①　なぜ， アメ リカで はオレンジや グレープ フルーツがたくさん作られ， 輸出さ れる のだろ1
う。
なぜ，アメ リカで はパ ンが主食 なのだろう。
なぜ，ア メリカ のカリフォルニアで は安 く米 が生 産できる のだろ う。
なぜ,アメリカで は太平 洋・大西洋岸 に都市が多い のだろ う。
なぜ， アメリカで バスケットボ ールが はじめ られた のだろ う。
ナイアガラの滝や五 大湖はどのようにしてで きたのだろ う。
なぜ，人 の名 前が首 都の名前にな った のだろ う。
(6)①　なぜ， 日本に日本製の左ハ ンド ルの車があ るのだろ う。
②　なぜ， ロケットの開発が進んでい るのだろ う。
(7) なぜ， アメ リカに日本の車 の会社があ るのだろ う。
(8)①　なぜ，橿原市 にト イザラスが作 られたのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
：
②　なぜ， マクドナルドや ケンタッキーフライドチキ ン， コカコーラが 日本 に進 出し た のだ
ろ つ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ
③　な ぜ，本社 がアメリカにあるのに， 日本にたくさんの企業が進出 して いるのだろう。　l
(9)①　な ぜ， アメリカに人種 差別があるのだろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ｌ
②　な ぜ， アメリカは｢ 人 種のサ ラダポ ール｣ とい われる のだろ う。　　　　　　　　　　　｜
!___｡｡｡｡｡-- 一一一一______｡｡｡_______｡｡｡｡｡ 一一一一一一一一_｡｡一一一一一一__｡- 一一｡｡｡｡- 一一｡｡｡-｡
4. みんなの問 いを 集めて分類し， 先生といっし ょに学習課題を 決定 し，学習 計画を立て よう。
その際， 大きな問いとその下 位にある小さな問い に着目 しよ う。
（1） 厂東 アジア」 の学習や教科書を参考 にして，問いを 分類 する指標を考えよう。 また， 歴史
的 分野や公民 的分野， 他教科で追究す る問い に分類 しよう。
問いと認識内容=
半 半 ］
ド ー ＜ 子どもと作成した指標 の例＞----------------------
：　 ①　移民の国　　　 ②　世界 の食料庫　　　 ③　世界一の工業国
ｉ　 ⑤　アメ リカ の苦し み　　　 ⑥　歴史 的分野　　　 ⑦　公民的分野
ｉ　 ⑨　他教科
（2） 問いを学習 課題 にし， 分類して学習計画を立てよ う。
④　メガロ ポリス
⑧　その他
? ? ?
く 既得の課題発見力 の
適用＞
課題構成力＝（問い）
学習課題 の構造化
アメリカ合衆国（ 全 ９時間）
移民 の国：３．の(9)の①②　…………………　 １時間
世界の食料庫： ３．の(1)の①　………………　 ２時 間
世界一 の工業国： ３．の〔6〕の① ②(7) ……　2 時間
メガロ ポリス： ３．の(2) …… ………………　1 時間
アメリカの苦 しみ:〔1〕び③，〔6〕び①, (7),〔8〕の①②③　…………　 ３時間
歴史的分 野：３．の(5)
公民的 分野：３．の(8)の①②③, (9)の①②
他教科：３．の(1)の②. (3X4)
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核 視点・ 学習課 題・ 説明的知識　☆論争問題 指導方 法 応　　 用 能　力　形　 成
巨
大
国
ア
メ
リ
カ
移
民
の
国
「なぜ，アメ リカ ぱ 人種 のサラダボ ール ”と言われ る のだろ
う｡」
以 下の歴史的背景より“ 人種 のサラダボール ”と言わ れる よ う
になった。
①先住民 のインデ ィアン・ イヌイット　②イギリ スの植民 地建
設　③ヨ ーロ ッパ各地か らの移 住　④アフリカからの黒 人 奴隷
⑤ア ジア系移民　 ⑥ヒ スパニック・ ベトナ ム移民
概念探 究
価値分析
他地域 ・ 他
国 の人 種 差
別問題 に 応
用して 考え
よう。
・ アパ ルト
ヘイト
・ 白豪主義
・多民族国家
仮説設定力
情報の収集力・ 選 択力 ・ 活
用力
問いの発見力
｢なぜアメ リカで は，人 種のあいだで差別がおきてい る のだろ
う｡｣
世
界
の
食
料
庫
「な ぜ， アメリカぱ 世 界の食料庫 帽こなることがで き たの だ
ろう｡」
①広大な耕地を利用し大型機 械を使 って， 各地の気候 や地形 に
適した作物を集中的 に栽培 して いるので，生 産量が自給 量 を上
ま わり大量 に輸出で きるからで ある。
②①を支えてい るのは， 機械化， 分業化， 栽培技術 の高度 化で
ある。
・機械化，分業化 は生 産性を 高める。
・最新 の科学技術 が導 入より， 収穫量の数倍多いと うもろ こ し
などが開発さ れ，生産性 が高 まって いる。
③コ ンピ ュータによ る生 産管理 が進 み，工業 生産同様 の企業 的
経営が行 われてい る。
概念探究
価値分析
東 ア ジ ア の
農業 （ 中国 ）
と 比 較 し て
“ 世 界 の 食
料庫 ”になっ
た こ と の 仮
説 を 考 え よ
う。
・資本
・経済体制
・科学技術
日 本 の 農 家
に 適 用 し て
考えよう。
仮説設定力
＜ 既得の概念 装 置を 用い た
分析による仮説 の設定 と検
証＞
情報の収集力・ 選択力 ・ 活
用カ
モデル形成力・応 用力
問いの発見力
｢アメ リカ は日本 に農産 物の輸 入を 増やすように求 めて い る。
この問題について論争 しよ う｡｣
世
界
一
の
工
業
国
｢なぜ， アメリカぱ‘ 世 界一 の工業国" になることが で きた の
だろう｡｣
①豊かな鉱産・林産資源 に恵 まれて いるからである。
②外国 の油田や鉱山 の開 発に積極的に投資してそれ らを輸 入 し
てい るか らであ る。
③生産性 の高 まり により 巨大 な資本が新たな富を生み 出し て い
るか らであ る。
④自由な企業競争 が生 産性を 高めているからである。
⑤進んだ科学技術が高度 な機 械化を生 み，大量生産が可能となっ
たか らであ る。
⑥２度 の世界大戦で， ヨーロッパが大きな被害を受 けた 結果，
アメ リカ は世界 の政治・経済 の中心 なった。
概念探究
価値分 析
東 ア ジ ア の
工 業 と 比 較
し て ，‘ 世
界 一 の 工 業
国 ”に な っ
た こ と の 仮
説 を 考 え よ
う。
・資本
・経済体制
・科学技術
Ｅ Ｃ と の 貿
易 摩 擦 を 考
えよう
仮説設定力
く 既得の概念 装 置を 用い た
分析 によ る仮 説 の設定 と検
証＞
情報の収集力・ 選択力 ・ 活
用カ
モデル形成力・応用力
問いの発見力
厂アメリカ の工業 の問題点 と日 本の工業 のあり方 につ いて 論争
しよう｡」
メ
ガ
ロ
ポ
リ
ス
｢アメリカ の都市や交通・通信網 は， どのように発達 して い る
のだろう｡｣
①工業化が進 み，人口 の集中 してい るボスト ンからワ シ ント ン
にかけて の地域 は，鉄道 や高速道路， 航空 網などで密接 に結 び
ついて都市域を形成して いる。
②アメリカ国内 の都市を結 ぶ高速道路 や航空 路だけで な く各 都
市か ら直接世界各地 に向 かう航空路 が整備され， 航空 路網 の う
えで重要な地位を しめて いる。
③アメリカ は情報通信 シ ステムが， 世界で最 も整備されており，
情報化社会へ の対 応が進 んで いる。
作　　業
調　　 査
発　　 表
メ ガ ロ ポ リ
ス を 太 平 洋
ベ ル ト に 応
用 し て 考 え
よう。
読図力
発表力
ア
メ
リ
カ
の苦
し
み
「世界を リードしてい るアメリカの実態を， アメ リカ企業 の 日
本へ の進出か ら調 べよ う｡」
①マ クド ナルド　 ②コカコ､－ ラ　③I  BM
ｒ今 まで の学習か らアメリカの苦 しみを整理し， そ の中 か ら一
つを選んで論争しよ う｡」
①人種差別問題　 ②都市問題　 ③日本との貿易摩擦（工 業 生 産
の低下，貿易赤字，農産物 の輸 出） ④アジアN  I ES と の貿易
作　　 業
調　　 査
発　　 表
価値分析
中 国 へ の 企
業 進 出 に 応
用 し て 考 え
よ う。
・経済特 区
・ 経 済 開 発
区
読図力
発表力
合理的意志決定力
新 たな問 い， 歴史 ・公民的分野で学習 する問い の決定， 学習課題にな らなか った問 いの追究
＜ 新 たな問 いの発 見＞
新たな問 いの発見力
分類 する力
学習方 法の応用力
（1） 新たに調べてみたいことを書 き出そ う。
（2） 学習 課題にならなかった問いを次 の方 法で 追究しよう。
①　学 習計画に入らなかっ た問いを書 き出そ う。
②　歴史・公民的分野で学習す る問いを 決定 しようo
③　①の中で②に入 らなか った問 いの中 から， 調べてみたいことを 選びレポートしよう。
に れは個人研究とし， 授業で は行 わない。 提出されたレ ポート類 は学 年 掲示 板 など で 発表 さ
せる。 社会科としての認識にい たらなくとも探究の方 法の習得と いう能力形 成が期待できる｡）
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適用されて学習が進められる
。既得の説明的知識・概
念的知識（概念装置
，モデル）を用いた分析による仮
説の設定や検証がなされ
，「適地適作」「企業的農業」
の説明的知識が習得される。
ここで形成される能力をモデル形成力・応用力と呼
ぶことにする
。図の①～③のモデルは，そのまま適用
されたり
，比較されたりして，他地域の農業の学習に
応用することができ，無駄な重複を避けることができ
る。
③　世界一の工業国
次に
，匚なぜ，アメリカぱ世界一の工業国”にな
ることができたのだろう
。」を探究する。既習の東ア
ジアの工業学習で習得された工業立地の条件に加え
，
「資本」［経済体制］匚科学技術」の違いから図の①～
⑥の説明的知識が習得される
。②と同様，既得の概念
装置を用いた学習が構成される
。
④　メガロポリス
この学習の問いは
，匚なぜ疑問」の形をとらないの
で
，作業・調査・発表による学習活動となる。但し，
学習の成果は太平洋ベルトに応用することができる
。
ここでは読図力
，発表力が形成される。
⑤　アメリカの苦しみ
この学習も④と同様に
，作業・調査・発表による学
習活動となる
。ここでは３時間とって，「今までの学
習からアメリカの苦しみを整理し
，その中から一つ選
んで論争しよう。」という課題が与えられる。
（3）論争問題
①～③の学習課題にそれぞれ一つの論争問題が組み
込まれている
。これらはすべて他地域の，他の社会的
事象に関連・応用できる論争問題である。
⑤の「アメリカの苦しみ」の３時間で，論争問題を一つ選択させ，合理的意志決定にいたるまでの学習を
させる。
以上の学習を通して
，F‾巨大国アメリカ」という動
態地誌的視点の核を習得させることができる。
６。おわりに
従来の世界の諳地域学習は
，大陸を巡る網羅的なも
のであった
。そのため，現場の教師は時間不足を余儀
なくされ
，解説型の授業から脱却できないでいた。事
例地域の選択が三つ程度になると
，時間不足は解消さ
れる
。しかし， の学習だけでは，地理的分野
の学習を終えた段階で
，厂世界の輪郭かおる程度描け
る
」域には達しない。
そこで
，概念探究型社会科の授業論を用いて，動態
地誌的に事例地域を選択すれば
，繰り返しの学習を避
けることができ，社会認識形成に有効に働く。その視
点は以下のようになる。
(1)世界の諸地域学習で習得すべき概念的知識・説
明的知識を抽出する。
例えば
，農業立地・工業立地の条件，モノカル
チュア，プランテーション農業など。
(2) (1)を最も端的に示している地域または国を選択
し
，その地域または国を動態誌的に扱う。
(3) (2)を他地域の社会的事象に応用する
。
本論文のマトリックス表で示した動態地誌的視点を
他分野との関連から検討し
，中学校社会科地理的分野
としての認識内容として整理することが今後の課題で
ある。
また
，選択する地域が違っても対応できる高校入試
問題のおり方の研究が急がれる
。しかし，この点に関
しては
，上記 (1)整理されば対応できると考え
ている。具体的な事例を今後提示していきたい。
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